
 

  

   

   

    

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

   

   

 

  

 

 

 

   

  

 

 

  

 

 

  

編 集 ・ 発 行 ：南小国町社会福祉協議会 

お問い合わせ先：0967-42-1501 

新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業で 

生活資金にお悩みの皆様へ（一時的な資金の緊急貸付） 

受付期間：令和２年９月末まで（予定）  

貸付対象：町内に住所を有し、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、休業や失業等に 

より収入が減少し生活に困窮し、日常生活が困難な世帯 

受 付 期 間 が 延 長 に な り ま し た 

《緊急小口資金》 

◇貸付上限額 

１世帯につき１回限り１０万円以内。 

要件を満たせば２０万円以内。 

◇据置期間：１年以内 

◇償還期限：２年以内 

◇貸付利子：無利子 

◇保証人 ：不要 

 

《総合支援資金》 

◇貸付上限額 

 貸付期間：原則３ヶ月以内 

 （２人以上）月２０万円以内 

 （単  身）月１５万円以内 

◇据置期間：１年以内 

◇償還期限：１０年以内 

◇貸付利子：無利子 ◇保証人 ：不要 

１ 人 で 悩 ん で い ま せ ん か ？ ？ 

  一緒に考え、あなただけの計画をたてて解決に向けてサポートしていきます。  

どうぞお気軽にご相談ください。 

生 活 の 不 安 や 心 配  ご 相 談 く だ さ い 

仕事のこと 

・仕事が見つからない。仕事が見つからず収入が安定しないなど。 

生活費のこと 

・コロナウイルスの影響で収入が不安定になり生活が苦しい。借金をなんとかしたいなど。 

子ども・家族のこと 

・子どもの学費や勉強のことが心配。家に引きこもり家族がいるなど。 

住まいのこと 

・家賃を払えず、家を出なければならない。会社を解雇され、住むところがないなど。 

受付時間：月～金 9：00～17：00 

※生活福祉資金の受付は 10：00～16：00 

南小国町社会福祉協議会  

電話：４２－１５０１（専用電話：０９０－４５１７－５８２０） 

『南小国町の福祉のためにお役立てください。』とたくさん

の善意をお寄せいただきました。年々厳しさを増していく

福祉状況ですが、“南小国町の明日への福祉”を思ってお寄せ

いただいたご厚意に対しまして深く感謝申し上げますと共

に故人のご冥福を心からお祈り申し上げます。 

受 付 期 間 

令和２年２月１日～令和２年６月３０日 

寄付者名 物故者名 寄付者名 物故者名 寄付者名 物故者名 

岩 下  次 幸 正 幸 髙 野  ヨ キ こ ず え 菊 池  好 美 岳 國 

仲 摩  義 彦 義 信 髙 野  敬 一 イ ツ 子 福 嶌  龍 徳 キ ヌ 

佐 藤  良 治 治男・小代子 佐 藤  陽 一 ウ キ 荒 上 征 善 鞭馬  キミ子 

井  将 宏 久 米 男 

 

香典返し ￥２２０，０００円 

一般寄付 ￥７１，０００円 

寄付者名 備考 寄付者名 備考 

ほ こ す ぎ 会 ２７回目 髙 野  敬 一  

匿 名 ４名 

 
寄付者名 備考 寄付者名 備考 

日 野  泰 利 ガスコンロ 井 上 建 設 土のうづくり体験用砂 

杉 野  春 美 入浴用車いす等 三 嶋  テ ル 子 手作りマスク 

小 国 町  河 津 酒 造 消毒用アルコール 多良木町  髙橋酒造 消毒用アルコール 

子 ・ 丑 年 生 還 暦 会 シルバーカー 

 この尊い浄財は、ご寄付いただきました各位の趣意に添うべく、社会福祉のために有効に活用させていただきます。 

 消毒用アルコール 

河

津

酒

造

様 

子

・
丑

年

生

還

暦

会
様 

シ ル バ ー カ ー 

髙

橋

酒

造

様 

消毒用アルコール 

心配ごと相談では、町民の皆様の心配ごとや困りごとについて【無料】で相談に応じています。 

秘密厳守ですので遠慮なくご利用ください。相談は、行政相談委員と民生員児童委員がお受け致します。 

期日：令和２年７月１６日（木）           

時間：１０時～正午（受付１１時３０分まで）    お問合せ先：南小国町社会福祉協議会 

会場：南小国町地域福祉センターりんどう荘        電話：４２－１５０１ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

住民の皆様・行政・関係者などと協力し、住民同士のつながりの薄らぎ、社会的孤立、防災など様々な課題に対し、
福祉サービスの充実はもちろんのこと『自分たちの住んでいる地域を中心に共に支え合い、助け合いながら安心して暮ら
せる町』を目指し、【きよらの郷 もやいで つなぐ 福祉の輪】をスローガンとした【南小国町地域福祉総合実践計画】に
基づき、住民の皆様と一緒に創りあげるという姿勢で、共に生きる地域づくりを目指し事業を展開しました。 

① 地域福祉（地域支えあい活動）の推進 
第２期南小国町地域福祉総合実践計画に基づき、地域福祉（地域支え合い活動）を推進していきます。  

地域福祉の担い手である町民・ボランティア、役場・福祉機関との連携に努め、要配慮者の把握や地区別ふく
し座談会を中心とした「地域支え合い活動の推進」、ＩＴ等も取り入れた社協のイメージアップと広報の充
実、ボランティアセンターの機能強化、新たな地域福祉サービスの開発などの「人材育成と福祉文化醸成」、
役場各課と社協の連絡会議、総合相談体制の充実、認知症の人を支える地域づくりなどの「行政・社協・関係
機関との一層の連携」と３つの地域福祉推進の柱に沿った事業を展開し、住民主体の安心・安全に暮らせる地
域（まち）づくりを進めていきます。 
 
② 介護保険制度改正にあわせた取り組みの推進 
 南小国町高齢者保健福祉計画・第７期介護保険事業計画と調和をとりつつ、総合支援事業（介護予防・生活
支援）や地域包括ケアシステムの充実に向けた地域福祉を推進します。また、南小国町の実情を十分に分析し、
『高齢者等（その家族）が安心して生活できる』を根底に、介護保険サービスの改善と質の向上に努めます。 
 
③  阿蘇やまびこネットワーク活動の推進 
 地域住民・関係機関と連携し、社会資源を活用したサービスに幅広く取り組み、地域に潜在する福祉課題等
を早期に発見し、的確な福祉サービスの利用・支援へとつなげていけるようなワンストップ型の体制づくりに
努め住民主体の支えあい活動の更なる充実発展に取り組み、住み慣れた地域で安心して安全に住み慣れた地域
で暮らせるように支援する『阿蘇やまびこネットワーク』や『小国郷医療福祉あんしんネットワーク』事業を
推進します。 
 
④ 社会福祉協議会の基盤整備 
 地域福祉活動の基本財源である社協会費や共同募金等への住民理解の促進に努め、ファンドレイジング等で、
新たな資金確保策も検討し社協の安定した事業経営・組織体制の整備や介護保険事業などの適切な経営管理で
の財源確保に努め、財政基盤の安定化を図り、住民に信頼され必要とされるよう経営改善に努めます。 

項 目 金 額 

会費 528,000 

寄付金 1,186,500 

補助金 32,041,253 

受託金 2,914,425 

事業・負担収入 2,337,205 

介護保険事業 86,474,653 

障害福祉サービス事業 353,263 

共同募金事業 886,445 

施設整備補助金 1,804,737 

その他収入 623,412 

職員資格取得貸付金回収収入 83,000 

事業安定積立資産取崩収入 4,023,000 

平成 30 年度繰越金 50,804,892 

合 計 184,060,785 

 

項 目 金 額 

人件費 113,023,470 

法人運営事業運営費 8,215,992 

介護保険事業運営費 11,502,713 

共同募金事業費 1,047,306 

助成金 162,000 

施設整備費 2,479,529 

資格取得資金貸付費 196,000 

退職手当積立金等支出 2,024,640 

令和元年度繰越金 45,409,135 

合 計 184,060,785 

 

令和元年度 会計収支報告 
《収入の部》（単位：円） 《支出の部》（単位：円） 

町民の方々の社協会費 

香典返し・社会福祉事
業への寄付金等 

県社協・ 
町からの補助金 

県社協・町からの受託金 
権利擁護事業・りんどう
荘指定管理等 

りんどう荘利用料 
子どもデイ負担金等 

介護報酬（デイサービス・
ホームヘルパー・ケア 
プラン料）利用者負担金 

平成 30年度年度赤い羽
根共同募金運動による
配分金 

町からの補助金 
りんどう荘の自動ドア
修理・カーテンの取り換
えなど 

事務局（法人運営・地域
福祉等）地域包括支援セ
ンター出向、介護保険事
業（デイサービス、ホー
ムヘルパー居宅介護支
援事業所）の人件費 

法人運営・施設管理・地
域福祉推進、ボランティ
アセンター事業等にか
かる運営費 

町受託事業、デイサービ
ス、ホームヘルパー、 
居宅介護支援事業所の
運営費 
高齢者（介護予防など）・
子育て支援・福祉共育・
地域福祉活動支援など 

福祉団体・ボランティア
団体への支援 

自動ドア修理・カーテン
の取り換えなど 

職員資格取得貸付 

職員退職手当積立金 
介護給付・利用者負担 

１． 南小国町社協の組織運営・強化 
① 理事会（５回）、評議員会（３回）の開催、評議員選任解任委員会の  

開催（１回） 
② 監査の実施（２回） 
③ 福祉サービス苦情解決窓口の設置（第三者委員会設置など） 
④ 南小国町地域福祉総合実践計画の推進 
⑤ 組織・職員の資質向上及び職員育成体制の整備 
⑥ 社協組織強化・財政基盤の強化・業務改善の推進 

 

２． 町施設の管理運営（指定管理） 
① 地域福祉センターりんどう荘（利用件数 274 件 延べ 1,959 名） 

 
３． 地域支え合い活動の推進 

① ふくし座談会の開催（4 回開催 黒川 杉田 馬場 矢津田上） 
② 阿蘇やまびこネットワーク活動の推進（見守り会議：15 回、小国郷医

療福祉あんしんネットワーク会議など） 
③ 高齢者の生きがいと健康の維持増進・介護予防の推進（ﾐﾆﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽなど） 
④ 地域の福祉・防災・ふれあいサロン活動の支援（助成事業など） 
⑤ 福祉・健康学習支援 
⑥ 安心生活サポート事業の推進（生活・買い物支援など） 
⑦ 地域の福祉活動事例の広報 

 
４． 人材育成と福祉文化の醸成 

① 町民啓発活動（社協だより、福祉講演会、第 15 回晴ればれりんどう
ボランティアの日、ホームページ更新など） 

② ボランティアセンター機能の充実（ボランティア登録、ボランティア
保険事務、ボランティア講習会、なずなの会の活動支援など、ボラン
ティアコーディネート 671 件） 

③ 福祉・ボランティア教育の推進（福祉学習への支援、小中高生への福
祉・ボランティア教育推進など） 

④ 南小国町災害ボランティアセンター設置準備 
 
５． 役場・社協・関係機関の一層の連携 

① ふれあい福祉相談事業（心配ごと相談、無料法律相談など） 
② 生活困窮者等自立相談支援事業（新規相談 25 件） 
③ 総合相談体制の充実及び関係機関とのネットワーク強化 
④ 子育て支援事業（子育てサポートの事業見直し、子どもデイサービス、

子育て広場き★ら★ら） 
⑤ 南小国町民生委員児童委員活動の推進（相談支援 291 件） 
⑥ 命のバトン事業（66 名登録） 
⑦ 地域障がい者(児)支援（生活相談支援、障がいについての学習会など） 
⑧ 地域包括ケアシステムの整備及び関係機関とのネットワーク強化 
⑨ 認知症の人を支える地域づくりへの協力 

 
６． 在宅福祉サービス事業 

① 福祉用具・車輛等貸与事業（貸出件数 70 件） 
② 外出支援サービス事業（町受託事業）（利用者数延 117 名） 
③ 地域福祉権利擁護事業（7 名利用、相談援助 217 回） 
④ 生活福祉資金貸付事業（コロナ特例貸付 1 件） 
⑤ 一人暮らし高齢者への元気支援事業（ふれあい昼食会、ふれあいバス

ハイク、実態把握） 
⑥ 第 6 回小国郷介護員養成講座の開催に向けた検証及び準備 

 
７．  各種団体等の事務受託と活動支援 

① 共同募金会南小国町分会の運営 
（10 月 1 日～３月 31 日共同募金運動推進） 

② 日本赤十字社南小国町分区の運営 
（日赤会費のお願いと会員募集） 

③ 老人クラブ連合会の事務・事業への支援 
④ 地域福祉団体等との連携 

 
８． 居宅サービス事業（介護保険・介護予防・障がい者総合支

援）と地域包括支援センターへの出向 
① 居宅介護支援（居宅ｻｰﾋﾞｽ計画作成、24 時間連絡体制の整備など） 
② 訪問介護サービス（利用者数 延 348 名） 
③ 通所介護サービス（３０6 日 １日平均２３名） 
④ 障がい者総合支援法事業（ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｻｰﾋﾞｽ 利用者数４名） 
⑤ 南小国町地域包括支援センターへの職員出向（2 名出向） 

詳しい資料はいつでも閲覧できます 

ので、ご不明な点などございましたらお

気軽にお問い合わせください。 


